NEASE-net　第9回政策セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009.1.9
朝鮮半島情勢と米国の新政権
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1． 最近の朝鮮半島情勢
（1） 李明博政権登場以後の南北関係冷却化

· 李明博大統領の「非核・開放・3000」構想と民間団体のビラ配布に対する北朝鮮側の反発

· 観光事業中断、開城工業団地の要員制限、軍事境界線通行の遮断、南北対話の中断等々

（2） 米国金融危機による韓国経済の急激な悪化

· 工業生産の急落、貿易収支も97年以来の赤字へ

· 米韓自由貿易協定（FTA）の発効めど立たず

· 限度300億ドルのドル・ウォン交換協定は利用開始

（3） 6カ国協議の膠着：米国新政権の登場待ち

· 米国によるテロ支援国家指定解除後も核試料採取問題で行き詰まる
· 無能力化作業の遅延
2． 北朝鮮の動向

（１）金正日総書記の重病説とその後の推移

· 建国60周年行事に欠席した金正日総書記の重病説をめぐる議論

· 2009年三紙共同社説で総書記の現地指導実績協調（特に12日24日の降仙製鋼連合企業所）

（２）経済動向
· 三紙共同社説で経済状況の具体的な言及なし、金属工業最重視を提示

· 食糧問題の解決は「差し迫った現実的要求」

· 経済官僚の相次ぐ更迭（鉄道、林業、金属工業、電力工業、農業相など）
· 南北関係冷却、米国金融危機（中国の成長鈍化）の影響も

（３）対外関係と外交政策の動向
· 米国と韓・日をいっそう明確に区分（韓国には、6・15共同宣言と10・4宣言の履行要求）
3． 北朝鮮と米国新政権との関係

（１）北朝鮮の対オバマ評価

· オバマ当選後、朝鮮中央放送で早々に報道（11月7日）

· 三紙共同社説で米国への非難なし

（２）米国新政権の対北朝鮮政策

· 直接対話を重視か

· 人権問題では厳しい対応も

（３）北朝鮮核問題、拉致問題の展望

・　早期進展はなお困難

４．日本外交への示唆点
